
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  親族間の土地の譲渡 

Ｑ：親族間で行った土地の譲渡が著しく低

いかどうかで争われた事件があったそうです

が、どのような内容だったのですか？  

 

Ａ：相続税評価額で譲渡することは、著し

く低いとはいえないとして課税処分を取消し

しました。 

【解説】 

この事件は、路線価によって行われた親族

への土地の譲渡が著しく低い価額によるもの

として、贈与税の決定・更正処分を受けたこ

とに基因するもので、相続税法７条が規定す

る時価の意義と著しく低い価額であるかの判

断基準、譲渡代金が時価よりも著しく低い価

額であったかどうかが争点になったものです。 

裁判では、相続税法にいう時価とは、常に

客観的交換価値を意味するものとしたうえで、

地価公示価格(時価)より20%程度低い相続税

評価額で譲渡することは、その面だけをみれ

ば経済的合理性にかなったものとはいいがた

いが、80%という数字は、社会通念上、基準と

なる数値と比べて一般的に著しく低い割合と

は見られていないことや相続税評価額が土地

取引の一つとなりうる金額であることから、

これと同水準の価額を対価とすることに経済

合理性がないとはいえないとし、評価額と同

水準の価額かそれ以上の価額を対価として譲

渡が行われた場合は、原則として著しく低い

価額の対価による譲渡であるとはいえないと

して納税者の主張を認める判決を下しました。 
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